
 

 ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2024年度 

Ｎｏ.１５ 

２０２４年８月２日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合東海地協「第３３回定期委員会」開催！ 

 ＪＲ連合東海地方協議会は、７月 22 日、名古屋市において第 33 回定期委員会を開催

し、向こう１年間の運動方針を決定した。 
 

冒頭、挨拶に立った鎌田隆司議長（ＪＲ東海ユニオン中央執行

副委員長）は、まず、開催当日に発生した豊橋駅～三河安城駅間

における保守用車同士の衝突事故に触れ、安全確立の重要性につ

いて参加者とともに改めて認識を深めた。続いて、能登半島地震

に対する救援カンパやボランティアなどへの参加に感謝を述べ

た。 

また、コロナ禍で激変した取り巻く環境について、労働組合も

変革を求められているとして、地域公共交通などの産業政策課題や組織強化・拡大、労働

条件向上の取り組みについて、引き続き取り組んでいく決意を述べた。 
 
来賓として、中部交運労協から冨田和夫副議長、ＪＲ連合から

宮野勇馬企画局長、そして伴野豊衆議院議員（ＪＲ連合国会議員

懇談会・副会長）、河合洋介愛知県議会議員が出席し、激励・連帯

の挨拶を行った。 
 
ＪＲ連合の宮野企画局長は、６月の定期大会でＪＲ産業の大

転換期に臨むべく向こう一年の運動方針を確認した旨を報告する

とともに、組織の強化・拡大の必要性、政策課題の解決に不可欠

な政治運動への協力を訴えた。また、５月に東海地協が開催し

た指令員や運転士、駅係員の意見交換会などの取り組みにお礼

を述べるとともに、引き続き組織拡大に向けＪＲ連合として全

力でサポートしていくことを誓った。 
 
その後、石原慎太郎事務局長

（ＪＲ東海ユニオン中央執行委

員）より経過報告、活動方針案・

予算案の提起がなされ、質疑応

答の後、満場一致で議案の承認

がなされた。 
 

役員改選では、鎌田議長、石原

事務局長らが再任され、鎌田議

長による力強い団結がんばろう

で定期委員会を締めくくった。 
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